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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ
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4 月 図書館カレンダー

◎�お話会は、新型コロナウイル
ス感染症の影響により中止と
なる場合があります。問�図書館�☎ 029-897-0647

図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日：�月曜日（祝日の場合はその翌日）、図書整理日
◎お話会：4月 8日土午前 10時 30 分から

理論社 中央公論新社

三千円の使い方
結婚、子育て、離婚、老後など、人
生の節目に立ったとき、避けて通れな
いのが、お金の悩みです。
「人は三千円の使い方で人生が決ま
るよ、と祖母は言った」から始まる本
書。20 代から 70 代の御

みくりや

厨家の女性
それぞれの立場から、
「節約」を巡る物語が
描かれています。お
金との向き合い方を
考えるきっかけをく
れる本です。

この世でいちばん大事な「カネ」の話
　「ライフプランの実現には、どれく
らいお金があれば良いだろう」このよ
うな疑問を持った事はありませんか。
不確実な世の中だからこそ、とても難
しい問題です。
　本書では、著者自身がこれまでの人
生で経験してきたさま
ざまな出来事から、リ
アルなお金の魔力や怖
さを教えてくれます。
お金の向こう側から見
えてくるものが、きっ
とあるはずです。

人生 100 年時代といわれる現代。長い人生をより豊かに過ごすため、お金の
知識を学ぶ重要性がますます高まっています。
お金は、私たちの生活になくてはならないツールです。だからこそお金がどう
いうものなのかを知り、上手に付き合っていけるようにしたいものです。
今月は「お金」に関する本をご紹介します。

　桜のつぼみが色づき始めるこの時期、旅行やピク
ニックに出掛ける時の楽しみの一つは、お弁当では
ないでしょうか。「べんとう」という言葉が誕生し
たのは、桃山時代といわれています。花見や紅葉狩
りなどの際に、「堤

さげじゅう
重」という美しい弁当箱が用い

られ、その中には多種多様な美しい料理が詰め込ま
れました。庶民の間で弁当が一般的になったのは、
江戸時代の中期から後期にかけてのこととされてい
ます。花見などの行楽や芝居の興行が盛んになり、
人々はその楽しみに弁当を加えるようになりまし
た。その中で、さまざまな工夫をこらした幕の内弁
当が発達しました。「幕の内」とは、芝居の幕が下
りている幕間に食べたことが由来とされています。
　また同じ頃、旅行ブームが巻き起こりました。理
由としては、戦国の世が終わりを告げたこと、五街

問�スポーツ振興課��☎�029-898-9907

今月のテーマスポーツで『地域』を元気に 「陸上クラブ」

陸上クラブの設立

「総合型地域スポーツクラブ」に参加しませんか？
詳細は、お問い合わせいただくか、ホームページを
ご覧ください。

連絡先

KSCなかよしクラブ
　☎�090-2417-8502（大和）

KSCエンジョイスポーツ�
　☎�090-2420-7846（高田）

種　目

スポーツ広場、硬式テニス、太極拳、
ピンポン、フットサル、よさこいソーラン、
軽音楽、社交ダンス、ウォーキング、
グラウンド・ゴルフ、英会話広場、
スポーツ鬼ごっこ、スポーツ吹矢

▲詳細

　今回は、KSC なかよしクラブから巣立った「陸
上クラブ」を紹介します。陸上クラブの発端は、な
かよしクラブの活動の一つである「学校協働事業」
として、市内の小学校に出向いて「かけっこ教室」
を数年にわたり開催したことです。
　その時の指導者が、塩

しおや

谷二
じろ う

郎コーチです。ミニハー
ドルなどのさまざまな道具を使って、走ることの基
本を楽しく教えていました。その後塩谷コーチは、
「陸上クラブ」を立ち上げました。今年は設立から
10年目となる節目の年です。

　現在の参加者は 150 人を超え、市内３つの小学
校と３つの施設で活動しています。クラブの目的は、
『走ることを通してスポーツの楽しさを知ってもら
う』ことです。好きになれば自然と努力していく方
向に心が動きます。また、陸上競技は個人種目です
が、チームとして団結し、協力することでよりスポー
ツを楽しむことができ、結果もついていきます。

チームで団結して楽しく走っています

道や脇
わきおうかん

往還（五街道以外の
主要な街道）の整備が進ん
だこと、それに伴い各地で
宿
しゅくばまち

場町が形成されていった
ことなどが挙げられます。
そのため、庶民も気軽に伊

勢参りなどの旅行に出掛けることが可能になりまし
た。お弁当は旅の必携品。人々は宿でお弁当を作っ
てもらい、振

ふりわけ

分荷
にも つ

物に入れて旅をしました。おにぎ
りに梅干し、たくあんを竹皮で包んだものが一般的
であったといわれています。
　市内には、国道 6号に沿って、脇往還の水戸街道
が通っています。宿場町として栄えた稲吉宿は、現
在でも本陣の鈴木家住宅や旅

はたご

籠の木村家住宅が残さ
れ、旅情豊かな街並みを味わうことができます。ぜ
ひ一度歩いてみてください。また、現在、博物館で
は江戸時代の出羽三山への案内人「川

かわしま

島小
こ ざ え も ん

左衛門」
に関する展示会も開催しています。こちらもぜひご
見学ください。⇒展示情報は 10ページに掲載
問�歴史博物館�☎ 029-896-0017

この世でいちばん大事な
「カネ」の話
西原理恵子　著

三千円の使い方
原田ひ香　著

江戸時代の
旅行ブーム

子どもたちには夢や希望、具体的
な目標をもって練習に取り組むよう
に指導しています！（塩谷コーチ）
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。4月4日火までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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▲水戸街道と稲吉宿
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